




































政策である。約 4 分の 1 の学校に当たる 114 校（English Medium of Instruction: EMI
校）以外は教授言語を語学以外は母語に徹底させる（Chinese Medium of Instruction: CMI
校）もので、返還翌年の 1998 年 9 月の新学年開始時から実施された。英語教育の観点か
らは一見逆説的な印象を与えるが、教育の質向上を狙った政策である。出版社もこれに伴
い教科書は英語版と中国語版を用意している。CMI校の指定には生徒や親からの強い抗議




































































































































































局と香港考試及評核局（Hong Kong Examinations and Assessment Authority: HKEAA、




 ベンチマーク試験の原語は、Language Proficiency Assessment for Teachers: 略称
LPATで、英語科と中国語（標準中国語の「普通話」）科の語学教員用がある。本考察で
は英語科のLPAT English (以下、LPATEとする) に限定して論じる。 
 英語の語学力を測定するための国際的な試験には、Test of English as a Foreign 
Language: TOEFL、Test of English for International Communication: TOEIC (共にア
メリカEducational Testing Service: ETSによる運営)、International English Language 






語学の 4技能：Reading, Writing, Listening, Speaking を総合的にチェックする試験で
あるが、SpeakingはPart1 とPart 2 に分かれ、Part 1 はさらにAとBに細分化される。
Part 1Aは音読の試験である。教室でモデルリーディングを行うことを想定しての試験で








間は約 3 分となっている。問いは、例えば ‘Who was your favourite teacher when you 



























 （Writing Part2 問題の例 資料）  
 
出典：LPATE Handbook 2010, p.33 
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前後のエッセイを書く課題である。点数法ではなく、1 から 5 までの 0.5 ポイント刻みの

























3．授業力の試験：Classroom Language Assessment 
 LPATE の特徴が最もよく出ているのが、Classroom Language Assessment という試


















朝 9 時からお昼を挟んで午後 4 時まで週末 1 日で実施される。Speaking はグループ討論
であるため、別途受験生ごとに受験日が設けられ、指定された日時に試験会場に出向く試
験である。受験生が日中仕事を持っていることも想定されており、月曜から金曜の夕方 5












試験構成 3 部構成 







3 種類の文章合計で、1500～2000 words. 文章の種類は物語、議論、
説明、対話、解説、など様々な分野から出題。学校教員が専門性開発
のためによく読むような文章。  
評価法 1 問 1点から 2点。点数配分は各設問に明記。 
 
Writing 
試験構成 2 部構成 
試験時間 2 時間 
設問数 第 1部：1問、第 2部：2問 





第 1部：200 words 前後 
第 2部：300 words 前後の生徒の文章 
評価法 第 1部：スケール評価、及び記述式評価により全体評価 
第 2部：各設問１から 2点 
 
Listening 
試験構成 3 部ないし 4部構成 
















評価法 各設問とも 1～2点。点数配分は設門に明記。 
 
Speaking 
試験構成 2 部構成 
試験時間 約 30分 
課題数 第 1部：2つの課題、第 2部：1つの課題 
課題の種類 第 1 部：個人試験、１A は音読 約 3 分。１B は質問に対する口頭











試験時間 試験は 1 時間の授業。試験官の訪問による参与観察。授業開始前に
授業の内容や生徒の学習状況を簡単に説明する時間が与えられる。
参与観察する授業は 20分以上の時間が確保*されるもの。 
















 香港の学校は、国立に相当する官立学校は 5%ほどしかない。約 85％が民営の政府助
成校であり、残りの 10％は私立学校に相当するDirect Subsidy Schools (DSS校)と


























































多く設問されているのである。教科と語学を組み合わせたContents and Language 










教員で英検準 1級レベルに達するのは全国平均で 72％を超えた。中学校教員はまだ 38％
台にとどまるが、達成率は急速に高まっている。なお、現在文科省の公表する英語レベル
は「英検準 1級」から、ヨーロッパ言語共通参照枠：CEFR: Common European 
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